
1　 

中
川
霞
城
の
狂
言

─
『
少
年
狂
言

二
十
五
番
太
郎
冠
者
』
を
中
心
に
─

藤　

本　

芳　

則

は 

じ 

め 

に

　

明
治
中
期
、
児
童
文
学
分
野
で
活
躍
し
た
人
物
の
一
人
に
、
中
川
重
麗
が
い
る
。
一
八
五
〇
（
嘉
永
三
）
年
生
）
1
（

れ
で
、
明
治
を
代
表

す
る
児
童
文
学
作
家
巌
谷
小
波
よ
り
二
〇
年
早
い
。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
没
、
号
は
、
霞
城
、
紫
明
、
四
明
等
。
幼
く
し
て
二
条

城
番
与
力
中
川
家
の
養
子
に
な
り
、
京
都
で
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
。
後
年
、「
吾
輩
は
寧
ろ
科
学
か
ら
学
問
を
始
め
た
の
で
、
唯
物
学
を
信

ず
る
も
の
で
あ
）
2
（

る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
ず
科
学
を
学
ん
だ
。『
理
科
春
秋
』
な
ど
の
、
子
ど
も
向
け
の
理
科
読
物
や
教
科
書
を

執
筆
、
教
員
と
し
て
「
理
化
、
博
物
」
な
ど
を
担
当
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
）
3
（
う
。
科
学
の
方
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
早
く
か
ら
、
海
外

の
教
育
）
4
（
学
、
美
学
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。
児
童
文
学
方
面
の
主
な
業
績
と
し
て
は
、
理
科
読
み
物
の
執
筆
の
ほ
か
に
、
子
ど
も
向
け

雑
誌
『
少
年
文
武
』
を
創
刊
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
は
、
俳
誌
『
懸
葵
』
を
創
刊
し
、
俳
人
と
し
て

活
躍
し
た
。
小
波
と
は
、
ド
イ
ツ
語
に
通
じ
て
い
た
こ
と
や
雑
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
た
こ
と
、
俳
句
に
造
詣
が
深
い
こ
と
な
ど
、
共
通

点
が
多
い
。
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理
科
読
物
以
外
に
も
児
童
文
学
に
は
注
目
す
べ
き
業
績
が
あ
り
な
が
ら
、
俳
人
と
し
て
の
中
川
四
明
は
と
も
か
く
、
児
童
文
学
関
係

で
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
、
小
波
に
比
べ
る
と
乏
し
）
5
（
い
。
冨
田
博
之
は
、
児
童
劇
脚
本
の
初
め
は
、
単
行
本
で
は
、
霞
城
山
人
（
中
川

重
麗
）『
少
年
狂
言

二
十
五
番
太
郎
冠
者
』（
学
齢
館
、
明
治
二
五
年
一
一
月
八
日
、
以
下
『
太
郎
冠
者
』）
と
巌
谷
小
波
『
新
年

狂
言
春
駒
』（
博
文
館
、
明
治
二
六

年
一
二
月
三
一
日
、
以
下
『
春
駒
』）
と
さ
れ
て
き
）
6
（

た
と
述
べ
、『
太
郎
冠
者
』
一
冊
に
よ
っ
て
も
「
中
川
霞
城
は
、
小
波
に
さ
き
が
け
て
、

わ
が
国
の
子
ど
も
の
た
め
の
演
劇
の
脚
本
を
創
り
出
す
た
め
に
努
力
し
た
人
と
し
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
位
置
に
あ
る
と
い
っ
て
も
言
い

す
ぎ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
）
7
（
う
」
と
評
価
す
る
。
小
稿
で
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
霞
城
の
狂
言
に
焦
点
を

あ
わ
せ
、『
太
郎
冠
者
』
を
中
心
に
、
な
ぜ
霞
城
は
、
狂
言
に
関
心
を
持
ち
、『
太
郎
冠
者
』
に
ど
ん
な
意
味
を
込
め
よ
う
と
し
た
の
か

を
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、『
太
郎
冠
者
』
の
著
者
は
、
霞
城
山
人
と
あ
る
の
で
、
以
下
原
則
と
し
て
中
川
重
麗
を
霞
城
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
狂
言
独
特
の
用
語
、
た
と
え
ば
シ
テ
、
ア
ド
な
ど
は
用
い
な
い
。

一　

遊
戯
と
し
て
の
演
劇

　
『
少
年
園
』
二
号
（
明
治
二
一
年
一
一
月
一
八
日
）
に
「
子
供
の
茶
番
狂
言
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
文
明
社
会
の
活
発

な
る
人
民
と
な
る
に
は
、
滑
稽
も
ま
た
と
き
に
必
要
あ
り
、
諧
謔
も
亦
或
は
入
用
な
り
」
と
始
ま
る
一
文
で
、
西
洋
で
は
子
ど
も
た
ち

の
集
会
等
で
短
い
劇
が
演
じ
ら
れ
る
と
紹
介
し
、
読
者
も
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
無
言
劇
を
掲
載
し
て
い
る
。
五
号
（
明
治
二
二
年
一

月
三
日
）
掲
載
の
「
新
年
の
餅
（
小
供
芝
居
）」
と
と
も
に
、「
わ
が
国
の
児
童
劇
の
源
流
」
の
提
示
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
）
8
（
る
。
ど
ち
ら
も

無
署
名
で
あ
る
が
、「
編
輯
部
の
中
川
霞
城
の
執
筆
で
あ
ろ
）
9
（
う
」
と
す
る
推
定
に
従
い
た
い
。

　
「
新
年
の
餅
」
に
は
、「
こ
の
小
供
芝
居
「
新
年
の
餅
」
は
独
逸
の
遊
戯
書
中
よ
り
訳
せ
し
も
の
に
て
、
実
に
少
女
の
遊
戯
に
係
れ
り

（
引
用
者
略
）
唯
是
れ
一
例
を
示
し
て
世
の
心
あ
る
人
に
小
児
の
為
め
に
斯
か
る
遊
戯
芝
居
を
作
る
も
亦
其
幸
福
を
増
す
の
一
端
と
も
な



3　（藤本）

ら
ん
と
の
意
を
表
し
た
る
に
過
ぎ
ず
」
云
々
と
前
書
き
が
あ
る
。
霞
城
は
、『
学
校
家
庭
遊
戯
全
）
10
（
書
』
を
仙
郷
学
人
（
山
県
悌
三
郎
）・
高

橋
太
華
ら
と
共
訳
し
て
お
り
、
ほ
か
に
も
遊
戯
を
紹
介
す
る
書
籍
を
出
版
し
て
い
る
。
劇
も
含
め
て
、
早
く
か
ら
遊
戯
に
は
関
心
を
持

っ
て
い
た
。
ま
た
、
狂
言
へ
の
関
心
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
『
教
育
報
知
』
一
五
二
号
（
明
治
二
二
年
一
月
五
日
）
に
「
戯

稿
」
と
し
て
掲
げ
た
「
鵞
鳥
教
師
（
狂
言
批
評
）」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
狂
言
「
い
ろ
は
」
を
引
用
し
つ
つ
、
そ
の
意
味
を
霞
城
流
に
解
釈

し
た
も
の
で
、「
鵞
鳥
教
師
」
の
題
名
は
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
に
由
来
す
る
と
述
べ
て
、
狂
言
「
い
ろ
は
」
に
登
場
す
る
親
の
教
授
法
を
批
判

し
、「
こ
の
類
の
（
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
な
い—

引
用
者
）
教
師
少
な
し
と
せ
ず
」（
三
頁
）
と
結
ぶ
。
後
年
に
も
、
狂
言
を
対
象
に
、「
狂

言
の
可
笑
味
」
を
『
懸
葵
』
に
七
回
連
載
し
て
い
）
11
（
る
。

　

霞
城
は
、『
太
郎
冠
者
』
の
刊
行
に
先
立
ち
、『
剣
舞
と
狂
言
』（
中
山
治
次
郎
編 

張
弛
館
、
明
治
二
三
年
一
二
月
三
）
12
（

日
）
を
出
し
て
い
る
。

そ
の
「
緒
言
」
に
い
う
。

少
年
文
武
第
九
号
の
館
説
に
述
べ
た
る
少
年
茶
話
の
材
料
と
し
て
二
三
の
詩
と
狂
言
と
を
編
集
し
た
る
も
の
に
て
固
よ
り
少
年
娯

楽
の
一
端
に
供
す
る
の
み

　
『
少
年
文
武
』
九
号
の
「
館
説
」
と
は
、
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
剣
舞
と
能
狂
）
13
（
言
」
と
題
さ
れ
た
一
文
で
あ
る
。
そ
こ
で
説
い
た
こ
と
を

実
行
す
る
た
め
の
参
考
書
が
『
剣
舞
と
狂
言
』
で
あ
っ
た
。「
剣
舞
と
能
狂
言
」
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
読
者
に
、
読
書
会
、
詩
文
会
、
幻
燈
会
な
ど
の
「
夜
話
集
会
」
を
勧
め
、「
夜
話
集
会
は
務
め
て
修
学
研
究
上
の
目
的
を
以
て

す
べ
し
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
亦
た
時
に
或
は
各
自
随
意
に
遊
戯
を
行
ふ
て
、
苦
学
の
労
を
慰
す
る
は
少
年
生
活
の
神
聖
な
る
特
権
な

り
」
と
集
会
の
余
興
の
意
義
を
説
く
。
な
か
で
も
剣
舞
と
狂
言
が
「
最
も
壮
快
に
し
て
、
最
も
娯
楽
多
き
も
の
な
ら
ん
」
と
推
奨
し
、

ま
ず
剣
舞
に
つ
い
て
は
、「
剣
舞
は
既
に
諸
子
の
知
る
所
な
り
、
否
、
諸
子
の
中
に
は
既
に
幾
度
も
剣
を
抜
い
て
舞
ひ
た
る
人
も
あ
ら

ん
」
と
語
り
だ
す
。「
幾
度
も
剣
を
抜
い
て
舞
ひ
た
る
人
も
あ
ら
ん
」
と
い
う
あ
た
り
に
、『
少
年
文
武
』
が
ど
の
よ
う
な
少
年
層
を
念
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頭
に
置
い
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
剣
の
注
意
に
し
て
も
「
刃
引
き
し
て
居
合
赤
棚
刀
の
如
く
切
れ
ざ
ら
む
べ
し
」
と
み
え
、
刀
が
身
近

に
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

な
ぜ
剣
舞
か
と
い
う
理
由
は
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
が
、
霞
城
と
同
じ
く
武
士
階
級
出
身
の
江
見
水
蔭
の
剣
舞
に
対
す
る
思
い
に
通

じ
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
水
蔭
は
、『
幼
年
剣
）
14
（

舞
』
の
冒
頭
で
、「
士
気
を
鼓
舞
せ
し
め
る
に
は
、
至
極

好
い
遊あ
そ
び戯

」
と
述
べ
、「
日
本
魂
を
発
揮
す
る
と
言
ふ
、
勇
ま
し
い
気
性
を
養
成
す
る
」
の
に
、「
剣
舞
が
、
最
も
適
当
で
あ
ら
う
」
と

説
く
。『
太
郎
冠
者
』
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
決
闘
」
は
〈
日
本
魂
〉
を
強
く
訴
え
る
内
容
を
持
つ
。
ス
ペ
イ
ン
人
と
決
闘
す
る
こ
と
に

な
っ
た
日
本
人
が
、
日
本
は
、「
神
武
天
皇
以
来
、
尚
武
の
国
」
で
、
刀
で
勝
負
を
す
る
の
は
「
名
誉
な
武
士
同
志
の
こ
と
」
で
、
毛
唐

人
と
の
立
ち
合
い
に
は
使
え
な
い
と
鎌
を
取
り
出
し
、
首
に
引
っ
掛
け
て
、
搔
き
落
と
し
を
や
ろ
う
と
提
案
し
、
相
手
を
負
か
す
。
水

蔭
の
説
く
と
こ
ろ
と
霞
城
の
〈
日
本
魂
〉
に
対
す
る
思
い
は
、
ほ
ぼ
同
じ
と
み
ら
れ
る
。

　

霞
城
の
言
葉
に
戻
る
と
、
狂
言
は
、「
剣
舞
の
悲
壮
な
る
に
反
し
、
滑
稽
的
の
も
の
な
り
、
茶
話
会
に
は
最
も
興
味
多
き
も
の
」
だ
が
、

剣
舞
よ
り
は
難
し
い
。「
言
葉
の
古
雅
な
る
口
調
」「
身
振
り
の
異
様
な
る
」
点
や
、「
歩
き
様
の
固
有
な
る
」
点
な
ど
は
文
章
で
は
わ
か

り
に
く
い
。
見
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
が
、
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
地
方
の
少
年
は
、
狂
言
を
知
る
人
に
聞
い
た
り
、
絵
図
で
そ
の
一
斑

を
う
か
が
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
。
衣
装
は
、
紙
で
自
作
し
た
り
、「
長
袴
は
背
の
高
き
阿
兄
の
袴
を
借
り
」
た
り
、「
狩
衣
は
父
の
羽
織

を
前
よ
り
着
れ
ば
事
足
る
べ
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
具
体
的
で
あ
る
。「
諸
子
試
み
に
或
は
大
名
と
な
り
、
或
は
太
郎
冠
者
と
な
る
も
亦

一
興
な
ら
ず
や
」
と
、
勧
め
る
。

　
『
剣
舞
と
狂
言
』
の
目
次
を
見
る
と
、「
剣
舞
の
詩
」「
古
狂
言
」、「
新
狂
言
」、「
遊
戯
」
と
大
別
さ
れ
て
い
る
。「
古
狂
言
」
は
、
従

来
の
狂
言
で
、「
新
狂
言
」
に
は
、「
髭
学
生
」「
束
髪
嬢
」「
糟
食
書
生
」「
胡
麻
菓
子
」「
パ
ノ
ラ
マ
」
の
創
作
四
編
（
新
狂
言
の
助
数
詞

は
編
と
す
る
）
が
み
え
る
。
こ
れ
ら
は
改
題
し
て
『
太
郎
冠
者
』
に
収
録
し
て
い
る
。
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二　
『
太
郎
冠
者
』
の
検
討

　
『
太
郎
冠
者
』
も
先
述
の
『
剣
舞
と
狂
言
』
と
同
じ
く
、
遊
び
の
参
考
書
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
は
し
が
き
」
に
『
太
郎

冠
者
』
の
性
格
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
や
や
長
い
が
引
用
す
る
。

山
人
戯
れ
に
『
日
本
』
の
諷
叢
に
狂
言
を
掲
げ
初
め
し
に
意
外
に
世
の
読
者
の
喝
采
を
博
し
ぬ
さ
れ
ど
是
は
作
者
の
作
の
妙
な
る

が
ゆ
ゑ
に
あ
ら
ず
狂
言
の
一
種
古
雅
に
し
て
滑
稽
な
る
に
よ
る
而
し
て
此
の
古
雅
と
滑
稽
と
は
山
人
が
亦
た
幾
回
か
彼
の
悲
壮
慷

慨
な
る
剣
舞
と
俱
に
無
邪
気
な
る
少
年
の
遊
戯
に
供
し
興
味
最
も
多
か
ら
ん
と
唱
道
し
た
る
所
な
り
さ
れ
ば
今
茲
に
此
戯
著
あ
る

其
意
知
る
へマ

マき
の
み
少
年
が
茶
話
の
席
上
に
鞭
声
粛
々
の
不
識
庵
と
な
り
又
た
腰
間
秋
水
鉄
可
断
の
薩
摩
隼
人
と
な
り
た
る
余
に

や
る
ま
い
ぞ
〳
〵
と
啞
々
の
笑
語
を
聞
く
を
得
はマ
マ

作
者
の
望
み
達
せ
り
と
謂
ふ
べ
し
唯
たマ
マ

誡
し
む
異
日
文
明
社
会
の
能
舞
台
に
シ

テ
と
な
り
大
名
と
な
る
は
好
し
無
識
無
能
の
鈍
太
郎
と
な
り
太
郎
冠
者
と
は
な
る
勿
れ

　

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
、
霞
城
は
「
日
本
新
聞
社
」
に
入
社
し
、
翌
年
六
月
一
二
日
『
日
本
』
紙
に
狂
言
を
掲
載
し
は
じ
め
る
。

『
懸
葵
』
の
中
川
四
明
翁
追
悼
号
で
、
内
藤
鳴
雪
が
、「
第
一
面
の
末
に
度
々
時
事
を
諷
刺
し
た
狂
言
の
文
が
出
て
居
て
、
い
か
に
も
軽

妙
な
滑
稽
を
云
つ
て
ゐ
た
の
で
、
私
は
常
に
愛
読
し
て
ゐ
）
15
（

た
」
と
往
時
を
振
り
返
っ
て
い
る
。「
読
者
の
喝
采
を
博
し
」
た
の
は
、「
狂

言
の
一
種
古
雅
に
し
て
滑
稽
な
る
に
よ
る
」
と
霞
城
は
謙
遜
す
る
が
、
愛
読
者
は
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
滑
稽
」
は
お
い
て
、「
古
雅
」
は
、
具
体
的
に
何
を
い
う
の
か
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
従
来
の
狂
言
の
言
い
回
し
を
多
く
使
っ
て

い
る
の
で
、
狂
言
特
有
の
表
現
を
い
う
か
と
思
わ
れ
る
。
日
常
か
ら
離
れ
た
古
め
か
し
い
言
葉
で
、
滑
稽
な
話
を
語
る
こ
と
で
、
滑
稽

さ
が
増
大
す
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
犬
の
敵
討
ち
を
馬
琴
張
り
の
文
体
で
書
き
、
広
く
迎
え
ら
れ
た
児
童
文
学
の
嚆
矢
と
さ
れ
る

小
波
の
『
こ
が
ね
丸
』
に
も
通
じ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
内
容
と
表
現
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
、
滑
稽
を
増
幅
す
る
の
で
あ
る
。
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末
尾
の
「
異
日
文
明
社
会
の
能
舞
台
に
シ
テ
と
な
り
大
名
と
な
る
は
好
し
無
識
無
能
の
鈍
太
郎
と
な
り
太
郎
冠
者
と
は
な
る
勿
れ
」

は
、
や
や
唐
突
で
あ
る
が
、
当
代
の
時
代
状
況
に
対
す
る
霞
城
の
思
い
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
〈
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
〉
は
、
霞
城
一
人
が
抱
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
当
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
は
普
通
に
み
ら
れ
、
人
々
の
共
通
し
た
思
い
で
あ
っ

た
。

　
「
は
し
が
き
」
に
続
い
て
「
注
意
」
が
い
く
つ
か
列
挙
さ
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
、
内
容
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

此
書
は
少
年
の
遊
戯
の
為
め
に
戯
れ
に
著
は
し
た
る
も
の
な
り
、
材
料
は
内
外
名
士
の
逸
事
奇
譚
を
主
と
し
、
或
は
本
邦
の
書
に

採
り
、
或
は
西
洋
の
書
に
採
り
、
或
は
又
新
聞
雑
誌
等
よ
り
採
り
た
る
も
あ
り
、
東
西
古
今
一
な
ら
すマ
マ

要
す
る
に
狂
言
と
し
て
趣

味
多
き
を
撰
み
た
る
の
み
、

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
目
的
と
内
容
が
わ
か
る
。
ほ
か
の
「
注
意
」
に
は
、
純
粋
に
「
古
雅
な
る
言
葉
遣
い
」
は
採
っ
て
い
な
い
こ
と
、
少

年
に
わ
か
り
易
く
、
演
じ
易
い
こ
と
を
旨
と
し
た
こ
と
、
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
又
た
謡
ぶ
し
に
て
謡
ふ
べ
き
文
句
に
は
、

右
傍
に
点
を
施
し
た
り
、
少
年
は
適
宜
に
謡
を
以
て
謡
ふ
べ
し
」
と
も
記
し
て
い
る
。
真
似
事
で
も
「
謡
」
の
で
き
る
少
年
が
、
前
提

に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
少
年
は
限
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
多
く
の
少
年
た
ち
が
楽
し
ん
だ
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
霞
城
の
視
野
に
、
謡
を
知
ら
な
い
多
く
の
庶
民
の
少
年
は
入
っ
て
い
な
い
。

　

新
聞
の
広
告
に
は
、「
は
し
が
き
」
と
「
注
意
」
の
要
点
が
謳
わ
れ
て
い
る
の
で
、
蛇
足
な
が
ら
紹
介
し
て
お
く
。

本
書
は　

霞
城
山
人
が
独
特
の
筆
法
を
以
て　

材
料
を
東
西
古
今
名
士
の
逸
話
に
探
り　

巧
み
に
狂
言
に
物
し
た
る
も
の
に
て　

古
雅
な
る
口
調　

飄
逸
な
る
滑
稽　

真
に
少
年
社
会
の
一
奇
書
な
り
若
し
夫
れ
一
本
を
購
ひ
て　

歳
晩
の
茶
話
会
新
年
の
遊
戯
会

に
繙
か
ば
鬼
人
も
哄
然
笑
ひ　

七
福
神
も
亦
啞
然
笑
ふ
な
る
べ
）
16
（

し

　
『
太
郎
冠
者
』
の
収
録
作
を
、
掲
載
順
に
番
号
を
付
け
、
題
名
と
筋
に
関
係
深
い
人
物
、
事
柄
を
（　

）
に
示
し
て
次
に
示
す
。
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１　

決
闘
（
日
本
人
）

２　

髭
剃
（
セ
ン
ト
、
フ
ヱ
ー
）

３　

米
搗
先
生
（
福
沢
諭
吉
）

４　

き
ん
か
く
し
（
帆
足
万
里
）

５　

井
筒
ヂ
オ
ゲ
子
ス
（
三
宅
雄
二
郎
〔
雪
嶺
〕）

６　

小
僧
三
箇
條
（
徳
川
家
康
）

７　

奉
加
帳
（
大
久
保
彦
左
衛
門
）

８　

五
色
の
蔦
（
大
久
保
彦
左
衛
門
）

９　

二
人
聾
（
タ
オ
ブ
マ
ン
）

10　

鸛
（
ブ
リ
ユ
ッ
ヘ
ル
）

11　

髯
紳
士
（
前
島
密
）

12　

飴
壺
（
一
休
）

13　

贅こ

ぶ肉
爺
（
瘤
取
り
爺
さ
ん
）

14　

鼻
糞
（
代
議
士
）

15　

東
湖
先
生
（
藤
田
東
湖
）

16　

詩
盜
人
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
第
二
世
王
・
ボ
ル
テ
ー
ル
）

17　

鼎
か
ぶ
り
（
仁
和
寺
の
法
師
）

18　

英
人
と
仏
人
（
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
・
チ
ヱ
ス
テ
ル
フ
イ
ル
ド
）
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19　

鶴
大
名
（
太
郎
冠
者
）

20　

凱
旋
門
（
桜
洲
山
人
〔
中
井
弘
〕）

21　

髭
は
へ
薬
（
大
学
生
）

22　

お
て
ん
ば
（
女
子
学
生
）

23　

ご
ま
か
し
（
田
舎
の
書
生
・
す
っ
ぱ
）

24　

糟
食
書
生
（
貧
乏
書
生
）

25　

αパ
ノ
ラ
マ画

（
田
舎
の
書
生
・
す
っ
ぱ
）

　

最
後
の
五
編
は
、『
剣
舞
と
狂
言
』
と
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、
表
現
が
一
部
狂
言
風
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
題
名
も
変
更

さ
れ
、「
髭
学
生
」
は
、「
髭
は
へ
薬
」、「
束
髪
嬢
」
は
「
お
て
ん
ば
」、「
胡
麻
菓
子
」
は
「
ご
ま
か
し
」、「
パ
ノ
ラ
マ
」
は
漢
字
表
記

に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
改
題
し
た
の
は
、
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
示
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、「
髭
学

生
」
は
、
髭
の
あ
る
学
生
で
は
な
く
、
髭
を
生
や
し
た
い
学
生
の
こ
と
で
あ
り
、「
束
髪
嬢
」
は
、
男
女
同
権
を
女
学
生
の
立
場
か
ら
戯

画
化
し
た
も
の
で
、
積
極
す
ぎ
る
女
子
学
生
を
揶
揄
し
た
「
お
て
ん
ば
」
と
改
題
さ
れ
て
い
る
。「
ご
ま
か
し
」
は
、
菓
子
の
名
前
と
不

正
を
働
く
と
い
う
意
味
を
か
け
た
洒
落
を
生
か
す
た
め
に
、
仮
名
表
記
に
変
え
て
い
る
。

　

こ
の
他
再
録
作
品
は
、『
少
年
文
武
』
掲
載
の
「
仁
和
寺
の
法
師
（
徒
然
草
）」（
第
二
年
三
冊
、
明
治
二
四
年
三
月
、「
鼎
か
ぶ
り
」
と

改
）
17
（
題
）、『
小
国
民
』
誌
に
掲
載
の
「
東
湖
先
生
」（
第
四
年
三
号
、
明
治
二
五
年
二
月
三
日
）、「
博
士
タ
オ
ブ
マ
ン
氏
」（
第
四
年
一
二
号
、
明

治
二
五
年
六
月
一
八
日
、「
二
人
聾
」
と
改
題
）
の
二
編
、
お
よ
び
『
日
本
』
紙
か
ら
「
鶴
大
名
」「
鼻
糞
」
の
二
編
。
な
お
、「
博
士
タ
オ

ブ
マ
ン
氏
」
と
同
じ
内
容
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、『
中
外
電
報
』
紙
の
「
逸
事
奇
話
」
欄
に
「
タ
オ
ブ
マ
ン
氏
の
洒
落
」
と
し
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
（
明
治
二
四
年
三
月
二
八
日
）。
ほ
か
に
も
同
欄
に
は
、「
英
人
と
仏
人
」
と
同
じ
内
容
の
「
モ
ン
テ
ス
キ
ウ
と
ロ
イ
ド
、
チ
ヱ
ス
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テ
ル
フ
ィ
ル
ト
」
も
み
え
る
。
短
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
紹
介
し
た
も
の
を
狂
言
化
し
て
『
小
国
民
』
や
『
太
郎
冠
者
』
に
収
録
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
中
外
電
報
』
に
は
狂
言
の
掲
載
も
あ
る
が
、『
日
本
』
の
狂
言
と
同
じ
く
政
治
を
諷
刺
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
霞
城
の
作
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
も
し
そ
う
だ
と
し
て
も
少
年
向
け
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
だ

ろ
う
。

　
『
小
国
民
』
に
は
、
後
述
の
よ
う
に
ほ
か
に
も
狂
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
無
署
名
だ
っ
た
り
匿
名
だ
っ
た
り
で
、
霞
城
の
筆
に
な

る
か
ど
う
か
の
判
断
は
難
し
い
。「
東
湖
先
生
」「
博
士
タ
オ
ブ
マ
ン
氏
」
に
は
、
と
も
に
「
豪
傑
物
語　

少
年
狂
言
十
八
番
」
と
シ
リ

ー
ズ
名
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
名
の
表
記
は
こ
の
後
な
く
な
る
。
全
部
で
一
八
編
を
予
定
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

何
ら
か
の
事
情
で
中
断
し
た
も
の
か
。
た
だ
、「
豪
傑
」
と
は
、
こ
の
場
合
著
名
人
と
い
う
ぐ
ら
い
の
意
味
ら
し
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

『
太
郎
冠
者
』
刊
行
後
の
『
小
国
民
』
に
は
岸
田
吟
香
や
池
大
雅
が
登
場
す
る
狂
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
シ
リ
ー
ズ
名
を
略
し
た

だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
作
者
で
あ
る
「
明
治
太
郎
冠
者
」
と
い
う
の
は
、
霞
城
の
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
二
五
編
を
通
し
て
特
徴
を
三
点
あ
げ
て
み
る
。
ま
ず
、
世
間
的
に
評
価
の
高
い
人
物
を
実
名
、
あ
る
い
は
実
名
を
も
じ
っ
て

登
場
さ
せ
、
諷
刺
し
て
い
る
こ
と
。
新
聞
広
告
に
も
謳
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
有
名
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
大
半
を
占
め
て
い
る
が
、
当

代
の
多
く
の
伝
記
や
歴
史
譚
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
よ
う
に
、
教
訓
的
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
と
え
ば
、「
米
搗
先
生
」
は
、
福
沢
諭

吉
が
健
康
の
た
め
米
搗
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
塾
生
が
や
っ
て
く
る
。
塾
生
は
、「
雪
池
」
と
書
か
れ
た
諭
吉
の
反
故
を
見
つ
け
、
先

生
は
人
の
雅
号
の
使
用
を
笑
っ
た
の
に
、
こ
れ
は
「
セ
ッ
チ
」
と
い
う
雅
号
で
は
な
い
か
と
問
い
詰
め
る
。
す
る
と
、「
雪
池
」
と
書
い

た
こ
と
は
認
め
つ
つ
、「
ユ
キ
チ
」
と
読
む
と
、
塾
生
と
押
し
問
答
に
な
る
話
。
あ
る
い
は
、「
き
ん
か
く
し
」
の
由
来
を
尋
ね
ら
れ
た

儒
者
の
帆
足
万
里
が
返
答
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、「
井
筒
ヂ
オ
ゲ
子
ス
」
は
、
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
に
あ
こ
が
れ
る
学
生
の
三
宅
雄
次
郎

（
三
宅
雪
嶺
を
思
わ
せ
る
）
が
、
赤
門
前
に
お
か
れ
た
井
筒
に
偉
大
な
哲
学
者
を
真
似
て
入
り
込
み
、
桶
職
人
に
𠮟
ら
れ
る
な
ど
、
有
名
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人
を
揶
揄
す
る
。
古
今
を
問
わ
ず
名
の
あ
る
人
物
を
嗤
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
く
い
え
ば
、
そ
の
人
物
の
窮
屈
な
イ
メ
ー
ジ
を
破
り
、
卑

近
な
印
象
を
あ
た
え
る
。
諷
刺
す
る
こ
と
で
、
権
威
主
義
的
な
見
方
を
解
放
す
る
。
た
だ
し
、
非
凡
な
著
名
人
に
も
〈
凡
人
ら
し
い
人

間
味
〉
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

二
つ
目
に
は
、
教
訓
的
な
内
容
の
も
の
が
あ
る
こ
と
。
家
康
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
知
ら
れ
る
「
小
僧
三
箇
條
」
の
よ
う
な
格
言
を

狂
言
仕
立
て
に
し
て
、
教
訓
的
な
内
容
と
し
て
い
る
。「
鼎
か
ぶ
り
」
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
「
徒
然
草
」
に
あ
る
仁
和
寺
の
法
師
の
話
。

軽
は
ず
み
な
行
動
を
戒
め
る
話
と
も
読
め
る
。

　
『
剣
舞
と
狂
言
』
か
ら
再
録
し
た
狂
言
は
、
す
べ
て
書
生
（
学
生
）
を
主
人
公
に
し
た
失
敗
談
で
あ
る
。「
αパ
ノ
ラ
マ画
」
に
は
す
っ
ぱ
が
登

場
し
、
都
会
の
危
険
な
面
を
描
い
て
、
都
会
に
あ
こ
が
れ
る
地
方
の
少
年
た
ち
へ
の
警
告
と
も
受
け
取
れ
る
。
ほ
か
の
書
生
の
登
場
す

る
狂
言
も
、
少
年
た
ち
に
身
近
な
人
物
と
し
て
書
生
を
主
役
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
反
面
教
師
の
役
割
を
は
た
し
て
も
い
る
。

　

三
つ
目
に
は
、
従
来
の
狂
言
に
は
み
ら
れ
る
が
、『
太
郎
冠
者
』
に
は
含
ま
れ
な
い
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
気

に
な
る
の
は
、
従
来
の
狂
言
で
い
う
「
女
物
」
と
「
閻
魔
物
」「
鬼
物
」
な
ど
に
類
す
る
非
現
実
的
な
話
で
あ
る
。「
女
物
」
で
の
例
外

は
、「
お
て
ん
ば
」
で
、
男
勝
り
の
束
髪
女
学
生
が
、「
女
尊
男
卑
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
男
を
追
い
回
す
と
い
う
、「
髭
櫓
」「
鎌
腹
」
の
女

性
を
連
想
さ
せ
る
展
開
を
見
せ
る
。
し
か
し
、「
蟹
山
伏
」「
蚊
相
撲
」
の
よ
う
な
非
現
実
的
な
話
は
な
い
。
現
実
の
デ
フ
ォ
ル
メ
は
あ

る
が
、
想
像
力
豊
か
な
話
を
楽
し
む
と
い
う
点
に
欠
け
て
い
る
の
は
、
読
者
層
を
考
慮
し
、
非
現
実
的
な
内
容
は
避
け
た
か
ら
か
も
し

れ
な
い
。

三　

従
来
の
狂
言
か
ら
の
影
響

　

狂
言
の
魅
力
と
し
て
「
古
雅
な
る
口
調
」
が
広
告
に
謳
わ
れ
て
い
た
。
実
際
、『
小
国
民
』
掲
載
作
を
、『
太
郎
冠
者
』
に
収
録
す
る
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と
き
に
、
手
を
入
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、「
博
士
タ
オ
ブ
マ
ン
氏
」
と
「
二
人
聾
」
の
冒
頭
部
分
を
示

し
て
み
る
。

（
Ａ
）「
博
士
タ
オ
ブ
マ
ン
氏
」『
小
国
民
』

（
博
）
隠
れ
も
な
い
独
乙
の
博
士
タ
オ
ブ
マ
ン
と
は
、
某
の
事
ヂ
ヤ
。
サ
ク
ゼ
ン
の
撰
挙
候
は
、
殊
の
外
某
に
御
目
掛
け
ら
れ
て
下

さ
る
ゝ
、
此
中
、
北
の
方
が
、
女
房
を
召
し
連
れ
て
く
る
や
う
に
と
、
仰
せ
ら
れ
た
。
其
の
時
、
某
は
、
女
房
は
鉄
聾
で
御
座
る

に
依
つ
て
、
成
り
ま
す
ま
い
。
と
も
う
し
た
れ
ば
、
鉄
聾
で
も
苦
し
う
な
い
。
耳
の
側
で
大
声
に
話
さ
う
程
に
、
連
れ
て
参
れ
。

と
御
意
な
さ
れ
た
。
今
日
は
女
房
を
召
し
連
れ
て
、
参
ら
う
ず
。
女
房
お
い
や
る
か
。（
女
）
是
れ
に
を
り
ま
す
。（
博
）
撰
挙
候

の
北
の
方
が
、
卿
を
召
連
れ
て
来
い
。
と
仰
せ
ら
れ
た
。
今
日
は
一
所
に
行
か
う
と
思
ふ
が
、
何
と
あ
ら
う
ぞ
。（
女
）
其
は
嬉
し

う
御
座
る
。
万
望
連
れ
て
い
て
下
さ
れ
。（
博
）
さ
り
な
が
ら
、
一
ツ
気
の
毒
な
こ
と
が
あ
る
。
北
の
方
は　

鉄
聾
ぢ
や
程
に
、
御

挨
拶
を
申
す
も
、
御
話
を
申
す
も
、
口
を
耳
の
側
へ
寄
せ
、
大
き
な
声
で
お
言
ひ
や
れ
や
。（
女
）
心
得
ま
し
た
。
易
い
事
ヂ
ヤ
。

（
博
）
然
ら
ば
、
す
ぐ
と
行
か
う
。

（
女
）
心
得
ま
し
た
。（
博
）
さ
あ
〳
〵
、
お
ジ
ヤ
れ
〳
〵
。
撰
挙
候
に
は
、
い
つ
も
〳
〵
、
御
懇
に
な
し
下
さ
る
ゝ
。
此
の
上
も

な
い
難マ

マ有
い
こ
と
ヂ
ヤ
。（
女
）
な
か
〳
〵
。
仰
せ
ら
る
ゝ
通
り
、
妾
ま
で
も
斯
様
に
召
さ
る
ゝ
は
、
辱
け
な
い
こ
と
で
御
座
る
。

（
Ｂ
）「
二
人
聾　

一
名　

博
士
タ
オ
ブ
マ
ン
」『
太
郎
冠
者
』

（
博
）
タ
オ
ブ
マ
ン
と
て
、
隠
れ
も
な
い
博
士
で
お
り
や
る
。
日
頃
御
寵
愛
下
さ
る
ゝ
撤
遜
の
撰
挙
候
の
奥
方
が
、
此
中
参
殿
の
致

い
た
る
時
、
一
度
女
房
を
連
れ
て
参
れ
と
、
仰
し
ら
れ
た
に
依
り
、
女
房
は
鉄
聾
で
御
座
る
、
口
を
耳
の
側
へ
持
て
参
り
、
大
き

な
声
で
申
さ
ね
ば
、
何
も
聞
え
ま
せ
ぬ
、
と
不
図
出
放
題
な
虚
言
を
申
上
げ
た
れ
ば
、
夫
れ
で
も
苦
し
う
無
い
に
依
ツ
て
、
召
し

連
れ
て
参
れ
仰
し
ら
れ
た
、
迷
惑
な
れ
ど
も
参
ら
ず
ば
な
る
ま
い
、
思
ひ
付
け
た
、
一
ツ
面
し
ろ
い
滑
稽
を
致
い
て
呉
り
よ
う
、
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女
房
ゐ
や
る
か
、（
女
）
こ
れ
に
を
り
ま
す
、（
博
）
そ
な
た
を
呼
ぶ
は
別
儀
で
な
い
、
撰
挙
候
の
奥
方
が
、
卿
を
連
れ
て
来
い
と

仰
し
ら
れ
た
。
日
頃
御
懇
に
な
さ
れ
て
下
さ
る
ゝ
奥
方
の
こ
と
な
れ
ば
、
是
よ
り
同
道
の
致
さ
う
と
思
ふ
が
、
何
と
あ
ら
う
ぞ
、

（
女
）
迷
惑
な
れ
ど
も
是
非
も
御
座
な
い
、
参
り
ま
せ
う
、（
博
）
う
れ
し
や
〳
〵
、
早
速
聞
入
れ
て
給
ツ
て
、
う
れ
し
う
御
坐
る

ぞ
、
併
し
茲
に
、
一
ツ
困
つ
た
こ
と
に
は
、
奥
方
が
き
つ
い
鉄
聾
じ
や
、
耳
の
側
へ
口
を
も
て
行
て
、
大
き
な
声
で
物
を
言
は
し

め
、（
女
）
心
得
ま
し
た
、
ト
大
き
な

声
で
言
ひ
是
程
の
声
な
ら
ば
好
う
お
り
や
る
か
、（
博
）
よ
い
と
も
〳
〵
、
恟び
っ

く
り
し
た
は
、
さ
ら
ば
往
か

う
、（
女
）
手
を
叉
で
往
き
ま
せ
う
、（
博
）
斯
う
し
て
卿
と
一
所
に
行
か
う
な
ら
ば
、
殿
の
奥
方
も
、
定
め
て
き
つ
う
御
満
足
で

か
な
あ
ら
う
、（
女
）
ま
た
い
ろ
〳
〵
結
構
な
も
の
を
下
さ
り
ま
せ
う
、

　
（
Ｂ
）
の
「
隠
れ
も
な
い
博
士
で
お
り
や
る
」（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
じ
）「
滑
稽
を
致
い
て
呉
り
よ
う
」「
そ
な
た
を
呼
ぶ
は
別
儀
で

な
い
」
な
ど
は
、
狂
言
に
よ
く
み
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、「
古
雅
」
な
表
現
を
い
く
つ
か
指
摘
す
る
と
、（
Ｂ
）
の
、「
御
座

る
」「
仰
し
ら
れ
た
」「
苦
し
う
無
い
に
依
ツ
て
」「
ゐ
や
る
か
」
等
々
が
該
当
し
よ
う
か
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
気
に
な
る
個
所
が
あ
る
。
女
（
妻
）
の
（
Ａ
）「
其
は
嬉
し
う
御
座
る
」
が
、（
Ｂ
）
で
は
「
迷
惑

な
れ
ど
も
是
非
も
御
座
な
い
」
と
反
対
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
喜
ん
で
い
く
の
か
、
い
や
い
や
行
く
の
か
は
、
の
ち
の
筋
の

展
開
と
、
さ
ほ
ど
の
必
然
性
は
な
い
。
た
だ
し
、（
Ｂ
）「
迷
惑
な
れ
ど
も
是
非
も
御
座
な
い
」
と
い
う
妻
の
セ
リ
フ
は
、
の
ち
の
「
ま

た
い
ろ
〳
〵
結
構
な
も
の
を
下
さ
り
ま
せ
う
」
と
い
う
セ
リ
フ
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
迷
惑
な
れ

ど
も
是
非
も
御
座
な
い
」
と
し
た
の
は
、
博
士
の
「
迷
惑
な
れ
ど
も
参
ら
ず
ば
な
る
ま
い
」
と
い
う
セ
リ
フ
に
対
応
し
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
博
士
は
、「
出
放
題
な
虚
言
を
申
上
げ
」
た
か
ら
、
参
上
し
に
く
い
の
で
あ
る
。（
Ｂ
）
の
方
が
、
そ
う
い
う
点
で
は
発
言
に

必
然
性
が
あ
る
。
論
理
的
と
い
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
科
学
か
ら
学
問
を
は
じ
め
た
と
い
う
霞
城
の
論
理
性
と
い
え
ば
言
い
過
ぎ

だ
ろ
う
か
。
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文
体
だ
け
で
な
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
も
狂
言
の
方
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
一
、
二
あ
げ
て
み
る
と
、
す
っ
ぱ
が
登
場
し

（
登
場
人
物
な
ど
を
紹
介
す
る
文
章
に
、「
す
つ
ぱ
」
と
あ
る
）、
主
人
公
を
だ
ま
し
て
金
銭
を
ま
き
あ
げ
る
展
開
は
、
狂
言
の
典
型
的
な
型

の
一
つ
で
あ
る
が
、「
ご
ま
か
し
」「
α
画
」
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
霞
城
と
推
定
さ
れ
る
明
治
太
郎
冠
者
の
「
植
物
学
者
」

（『
小
国
民
』
第
六
年
二
号
、
明
治
二
七
年
一
月
一
八
日
）
で
は
、
ウ
サ
ギ
に
化
け
た
学
者
が
、
耳
が
長
い
、
跳
ぶ
な
ど
と
言
わ
れ
て
そ
の
通

り
や
ろ
う
と
す
る
が
、
こ
れ
は
「
柿
山
伏
」
の
烏
や
猿
の
鳴
き
ま
ね
等
と
同
趣
の
滑
稽
さ
が
あ
る
。
山
伏
が
学
者
に
置
き
換
え
ら
れ
、

か
ら
か
い
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
学
者
は
、
か
つ
て
の
山
伏
に
相
当
す
る
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に

も
、
後
述
の
よ
う
に
霞
城
作
と
推
定
さ
れ
る
「
昼
寝
」（『
小
日
本
』
明
治
二
七
年
六
月
一
一
日
）
で
は
、
学
者
が
、
学
問
の
た
め
で
は
な

く
、
昼
寝
を
す
る
た
め
に
図
書
館
に
出
か
け
る
な
ど
と
、
諷
刺
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

冨
田
博
之
は
、『
太
郎
冠
者
』
を
高
く
評
価
す
る
。

　

中
川
霞
城
の
仕
事
の
中
で
は
、『
少
年
狂
言
二
十
五
番　

太
郎
冠
者
』
が
、
少
年
に
も
演
じ
う
る
、
狂
言
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
た
小

品
脚
本
集
と
し
て
、
い
ま
読
ん
で
も
お
も
し
ろ
い
。
狂
言
の
構
成
の
中
に
、
た
く
み
に
明
治
の
風
俗
や
少
年
向
け
の
教
訓
を
織
り

込
ん
で
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
諷
刺
喜
劇
を
つ
く
り
出
し
て
い
）
18
（
る

　

確
か
に
、
今
読
ん
で
も
面
白
く
読
め
る
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
面
白
さ
は
、
狂
言
と
い
う
形
式
に
あ
り
、
な
か
ん
ず
く
か
な
り
の

部
分
「
古
雅
」
な
文
体
や
言
葉
の
洒
落
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
冨
田
の
指
摘
す
る
「
少
年
向
け
の
教
訓
」
は
、「
小
僧
三
箇
條
」
を

除
く
と
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
教
育
的
な
姿
勢
よ
り
も
娯
楽
を
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四　
『
太
郎
冠
者
』
以
外
の
狂
言

　

こ
の
時
期
の
新
聞
雑
誌
を
す
べ
て
調
べ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
霞
城
の
署
名
の
あ
る
狂
言
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
管
見
に
入
っ
た



（藤本）　14

も
の
の
多
く
は
、
匿
名
や
無
署
名
で
あ
る
。
霞
城
と
推
定
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
不
明
な
も
の
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
先
述
の

も
の
以
外
は
内
容
の
検
討
を
保
留
し
、
書
誌
的
な
点
に
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。

　

霞
城
の
署
名
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
次
の
二
点
が
管
見
に
入
っ
た
。

題
名　
　
　
　

署
名　
　
　
　

掲
載

梅
見　
　
　
　

霞
城
山
人　
　
『
少
年
園
』（
九
巻
一
〇
五
号
、
明
治
二
六
年
三
月
二
日
）

烏
公
達　
　
　

霞
城
山
人　
　
『
少
年
園
』（
一
〇
巻
一
一
八
号
、
明
治
二
六
年
九
月
一
八
日
）

　

次
の
『
小
日
本
』
紙
に
掲
載
の
二
点
は
、
無
署
名
だ
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
霞
城
と
断
じ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

昼
寝　
　
　
　

無
署
名　
　
　
『
小
日
本
』（
九
六
号
、
明
治
二
七
年
六
月
一
一
日
）　

少
年
狂
言
（
其
一
）

地
震　
　
　
　

無
署
名　
　
　
『
小
日
本
』（
一
一
七
号
、
明
治
二
七
年
六
月
一
一
日
）　

少
年
狂
言
（
其
二
）

　
『
小
日
本
』
は
、
霞
城
が
狂
言
を
掲
載
し
て
い
た
『
日
本
』
か
ら
派
生
し
た
家
庭
向
け
の
新
聞
で
あ
る
。「
昼
寝
」
は
、「
少
年
狂
言

（
其
一
）」
と
題
名
の
下
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
其
二
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
「
地
震
」
に
は
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
や
ヘ
ル
バ
ル
ト
を
も
じ
っ

た
名
前
の
登
場
人
物
が
出
て
く
る
。
さ
ら
に
は
、「
少
年
狂
言
」
と
い
う
語
と
、『
日
本
』
に
霞
城
が
執
筆
し
て
い
た
こ
と
、
諷
刺
の
内

容
な
ど
か
ら
み
て
、
中
川
霞
城
の
筆
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

　

霞
城
は
、『
日
本
』
に
は
か
な
り
狂
言
を
執
筆
し
て
お
り
、
そ
の
最
初
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
六
月
一
二
日
「
諷
叢
」
欄
に

掲
載
さ
れ
た
「
池
の
端
の
紳
士
」
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
八
〇
〇
万
円
の
借
財
の
取
り
立
て
に
来
た
金
貸
し
に
身
代
限
り
を
渡
さ
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
金
が
な
い
。
そ
こ
で
、
太
鼓
と
笛
を
渡
し
「
八
百
万
神
の
神
代
神
楽
」
だ
と
い
う
内
容
。「
ハ
ッ
ピ
ャ
ク
バ
ン
ジ
ン
ノ

ジ
ン
ダ
イ
カ
グ
ラ
」
の
音
を
「
ハ
ッ
ピ
ャ
ク
マ
ン
エ
ン
ノ
シ
ン
ダ
イ
カ
ギ
リ
」
に
通
わ
せ
る
と
い
う
洒
落
で
あ
る
。
前
文
に
「
或
新
聞

に
楽
器
二
点
を
守
っ
て
八
百
万
円
の
抵
当
の
編
笠
と
し
た
る
紳
士
あ
る
よ
し
を
記
せ
り
」
と
あ
り
、
創
作
の
ヒ
ン
ト
を
明
か
し
て
い
る
。
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新
聞
記
事
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
狂
言
で
は
、
ほ
か
に
も
「
鶴
大
名
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
太
郎
冠
者
』
に
収
録
し
て
い
る
。
な
お
、『
太
郎

冠
者
』
の
発
行
さ
れ
た
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
狂
言
は
、
ざ
っ
と
調
査
し
た
と
こ
ろ
ほ
ぼ
八
五
編
に
の
ぼ
る
。

国
会
開
設
時
以
降
、「
国
会
狂
言
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、
無
署
名
な
の
で
す
べ
て
が
霞
城
の
筆
に
な
る
も
の
か

ど
う
か
は
厳
密
に
い
え
ば
不
明
と
な
る
が
、
ま
ず
霞
城
の
作
で
あ
ろ
う
。

　
『
日
本
』
に
掲
載
し
た
狂
言
か
ら
は
、
先
述
の
「
鶴
大
名
」（
明
治
二
五
年
三
月
二
五
日
）
の
ほ
か
に
、「
鼻
糞
」（
明
治
二
五
年
四
月
二
五

日
）
を
『
太
郎
冠
者
』
に
収
録
し
て
い
る
。
二
作
と
も
再
録
に
あ
た
り
大
き
な
変
更
は
な
く
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
単
行
本
に
収
録
し
て
い

る
。
読
者
対
象
と
し
て
、
政
治
が
ら
み
の
内
容
を
避
け
た
以
外
は
、
大
人
と
少
年
と
の
違
い
は
、
と
く
に
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

太
郎
冠
者
、
あ
る
い
は
明
治
太
郎
冠
者
の
名
で
『
小
国
民
』
に
発
表
さ
れ
た
狂
言
が
あ
る
。
次
に
列
挙
す
る
。

賄
方
征
伐 

太
郎
冠
者　
『
小
国
民
』（
第
五
年
一
号
、
明
治
二
六
年
一
月
一
日
）

豚
尾
髪 

明
治
太
郎
冠
者　
『
小
国
民
』（
第
五
年
三
号
、
明
治
二
六
年
二
月
一
日
）

独
講
釈 

明
治
太
郎
冠
者　
『
小
国
民
』（
第
五
年
一
七
号
、
明
治
二
六
年
九
月
三
日
）

植
物
学
者 

明
治
太
郎
冠
者　
『
小
国
民
』（
第
六
年
二
号
、
明
治
二
七
年
一
月
一
八
日
）

大
雅 

明
治
太
郎
冠
者　
『
小
国
民
』（
第
六
年
四
号
、
明
治
二
七
年
二
月
一
日
）

美
術
家 

明
治
太
郎
冠
者　
『
小
国
民
』（
第
六
年
一
五
号
、
明
治
二
七
年
八
月
一
日
）

葱
食
兵
士 

太
郎
冠
者　
『
小
国
民
』（
第
六
年
一
八
号
、
明
治
二
七
年
九
月
一
五
日
）

油
絵
師 

太
郎
冠
者　
『
少マ
マ

国
民
』（
第
九
年
二
〇
号
、
明
治
三
〇
年
一
〇
月
一
日
）

　

こ
の
ほ
か
に
も
芋
仙
の
署
名
の
あ
る
「
血
液
分
析
」
が
あ
る
。
殿
様
カ
エ
ル
の
死
因
を
、
血
液
分
析
で
探
る
と
い
う
理
科
的
内
容
を
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持
っ
て
い
る
の
で
、
一
見
霞
城
の
作
か
と
も
思
え
る
が
、
芋
仙
は
「
理
科
十
二
カ
月
」
シ
リ
ー
ズ
の
著
者
で
、『
小
国
民
』
の
編
集
顧
問

で
も
あ
っ
た
石
井
研
堂
の
筆
名
坂
芋
仙
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、「
果
物
狂
言
」（『
小
国
民
』
第
二
年
一
八
号
）
も
霞
城
作
の
狂

言
と
推
測
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
冒
頭
と
結
末
が
狂
言
の
形
式
で
は
な
い
こ
と
、
文
章
に
狂
言
独
特
の
表
現
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、

「
狂
言
」
と
は
あ
る
も
の
の
、〈
能
狂
言
〉
で
は
な
く
、〈
歌
舞
伎
狂
言
〉
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
（
明
治
）
太
郎
冠
者
と
署
名
の
あ
る
作
品
群
に
は
、「
豚
尾
髪
」
に
は
岸
田
吟
行
、「
大
雅
」
に
は
池
大
雅
と
い
う
よ
う
に
著
名
人
が
登

場
す
る
。
ま
た
、「
独
講
釈
」
は
、
法
学
博
士
の
講
義
が
つ
ま
ら
な
い
と
生
徒
が
エ
ス
ケ
ー
プ
す
る
話
で
あ
る
。
有
名
人
を
実
名
で
登
場

さ
せ
た
り
、
権
威
を
揶
揄
し
た
り
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
は
、
霞
城
の
可
能
性
が
高
い
。

五　

文
廼
家
の
狂
言

　

こ
の
時
期
、
創
作
の
狂
言
に
筆
を
染
め
た
の
は
、
霞
城
だ
け
で
は
な
い
。『
小
国
民
』
の
ラ
イ
バ
ル
誌
の
『
幼
年
雑
誌
』、
お
よ
び
そ

の
少
年
版
の
『
日
本
之
少
年
』
に
も
、
少
数
だ
が
狂
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
文
迺
家
主
人
「
柿
う
り
」（『
幼
年
雑
誌
』
二
巻
一
七
号
、
明

治
二
五
年
九
月
一
日
）、
無
署
名
「
化
学
狂
言
悪
戯
学
士
」（『
幼
年
雑
誌
』
二
巻
一
九
号
、
明
治
二
五
年
九
月
三
〇
日
、
以
下
「
悪
戯
学
士
」）、
文
廼

家
主
人
「
新
狂
言
酔
大
黒
」（『
日
本
之
少
年
』
四
巻
一
九
号
、
明
治
二
五
年
九
月
三
〇
日
、
以
下
「
酔
大
黒
」）、
文
迺
家
主
人
「
狂
言
投
書

男
」（『
日
本
之
少
年
』
四
巻
二
〇
号
、
明
治
二
五
年
一
〇
月
一
四
日
、
以
下
「
投
書
男
」）
で
あ
る
。
無
署
名
の
一
作
を
除
く
と
、
す
べ
て
文

廼
家
（
ま
た
は
文
迺
家
）
で
あ
る
。
文
廼
家
と
は
、
須
永
金
三
郎
の
筆
名
。
無
署
名
も
内
容
上
、
須
永
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
須
永
金

三
郎
は
、『
博
文
館
五
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
栃
木
県
足
利
の
人
で
、「
硬
軟
両
様
の
筆
を
執
り
、「
日
本
之
少
年
」
の
発
行
部
数
を
増
加

し
、
数
年
後
に
は
其
頃
に
例
の
な
き
毎
号
約
一
万
部
ほ
ど
に
上
ら
し
め
た
」
が
、「
明
治
二
十
六
年
六
月
退
）
19
（

館
」
し
た
。

　

文
廼
家
が
狂
言
を
書
い
た
の
は
、
あ
る
い
は
、『
剣
舞
と
狂
言
』
の
出
版
も
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
新
狂
言
」
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と
い
う
表
現
（「
新
狂
言
酔
大
黒
」）
も
『
剣
舞
と
狂
言
』
と
同
じ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
新
狂
言
」
は
誰
し
も
思
い
つ
き
そ
う
な
名
称
な

の
で
、
確
証
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
た
だ
、『
剣
舞
と
狂
言
』
の
影
響
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
創
作
の
狂
言
は
、
読
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
と
の
判
断
が
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。『
日
本
之
少
年
』
で
は
「
余
興
」
欄
、『
幼
年
雑
誌
』
で
は
「
工
芸
遊
戯
図
画
文
章
」

欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
剣
舞
と
狂
言
』
が
遊
び
の
た
め
の
参
考
書
だ
っ
た
と
同
じ
く
、
娯
楽
の
一
つ
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。
ご

く
短
い
笑
話
（
小
話
）
の
や
や
長
文
版
と
い
う
と
ら
え
方
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

文
迺
家
の
狂
言
に
は
、
諷
刺
が
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。「
柿
う
り
」
は
、
お
百
姓
の
柿
を
い
く
つ
か
買
っ
た
旅
人
が
、
売
り
手
が

金
銭
の
計
算
が
で
き
な
い
の
で
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
が
、
変
だ
か
ら
目
の
子
算
に
し
て
く
れ
と
い
わ
れ
て
窮
す
る
話
。
ず
る
い
こ
と
を

し
て
も
失
敗
す
る
と
い
う
教
訓
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
金
額
の
計
算
が
具
体
的
で
細
か
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
計
算

が
で
き
な
い
の
は
九
九
を
覚
え
て
い
な
い
か
ら
だ
と
、
勉
学
の
重
要
性
を
匂
わ
せ
る
。

　
「
悪
戯
学
士
」
は
、「
化
学
士
」
が
、
白
粉
と
化
学
反
応
を
起
こ
す
薬
品
で
美
人
の
顔
を
黒
く
す
る
悪
戯
を
す
る
。
化
学
反
応
の
説
明

部
分
が
理
科
読
物
を
思
わ
せ
る
。
算
数
や
理
科
の
知
識
な
ど
を
内
容
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
諷
刺
よ
り
も
勧
学
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。『
日
本
之
少
年
』
掲
載
の
方
は
、
そ
う
い
う
教
訓
的
な
と
こ
ろ
は
希
薄
で
あ
る
。「
酔
大
黒
」
は
、
欲
張
り
男
が
、
酔

っ
た
大
黒
に
水
を
所
望
さ
れ
る
。
冷
水
を
差
し
上
げ
る
代
わ
り
に
福
を
授
け
て
ほ
し
い
と
願
う
と
、
大
黒
は
承
諾
し
、
二
杯
水
を
飲
ん

で
、
打
ち
出
の
小
づ
ち
を
振
れ
ば
宝
の
代
わ
り
に
簪
や
白
粉
な
ど
が
出
る
。
ど
う
し
た
こ
と
か
と
男
が
聞
け
ば
、
一
日
飲
み
続
け
た
の

で
、「
ち
よ
つ
と
小
間
物
店
を
だ
し
た
ま
で
ぢ
や
」
と
洒
落
で
終
る
。「
投
書
男
」
に
至
っ
て
は
、
投
書
で
名
を
上
げ
よ
う
と
す
る
男
が

主
人
公
。「
才
は
ぢ
け
者
は
い
つ
も
日
本
之
少
年
に
投
書
す
る
と
の
事
」
だ
か
ら
と
、
掲
載
し
て
く
れ
と
『
日
本
之
少
年
』
の
編
集
者
に

会
い
に
来
る
。
し
か
し
、
内
容
が
古
臭
い
と
断
ら
れ
、
鬼
の
面
を
か
ぶ
っ
て
脅
し
に
か
か
り
、
掲
載
を
と
り
つ
け
る
。
腹
が
減
っ
た
と

昼
飯
を
お
ご
ら
せ
て
正
体
が
ば
れ
る
、
と
い
う
楽
屋
オ
チ
の
よ
う
な
笑
話
。
霞
城
の
作
品
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
権
威
へ
の
諷
刺
精
神
は
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ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

ほ
か
に
は
、
巌
谷
小
波
の
『
春
駒
』（
博
文
館
、
明
治
二
七
年
一
二
月
）
が
あ
る
が
、
小
波
は
狂
言
の
形
式
で
お
伽
噺
を
ほ
と
ん
ど
書
い

て
い
な
い
の
で
、『
春
駒
』
は
例
外
的
な
作
品
で
あ
る
（
小
波
は
、「
口
條
」
で
狂
言
と
は
い
わ
ず
、「
猿
楽
」
と
記
す
）。『
太
郎
冠
者
』
か

ら
二
年
後
の
出
版
で
、
霞
城
の
影
響
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
小
波
が
日
出
新
聞
社
に
在
職
の
こ
ろ
、
霞
城
も
ま
た
同
社
に
勤
務
し
て

い
た
。
霞
城
の
狂
言
は
い
ず
れ
も
短
く
、
実
際
に
演
じ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
小
波
の
作
は
、
長
編
で
、
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
に
演
じ
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
読
物
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
舞
台
に
乗
せ
る
可
能
性
も

考
え
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
旨
を
「
口
條
」
に
述
べ
て
い
）
20
（
る
。
冨
田
博
之
の
よ
う
に
、
新
味
が
な
い
と
否
定
的
な
評
価
も
あ
）
21
（
る
。

六　

大
正
時
代
の
『
お
伽
狂
言
』

　
『
太
郎
冠
者
』
以
後
も
、
子
ど
も
向
け
狂
言
は
少
数
な
が
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
き
な
反
響
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
ん
な
な
か
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
久
門
南
海
・
戸
川
耕
山
共
著
に
よ
る
『
お
伽
狂
言
』（
同
文
館
、
大
正
一
三
年
三
月
二
五
日
）
で
あ

る
。
子
ど
も
の
演
じ
る
劇
の
脚
本
で
あ
る
坪
内
逍
遥
の
『
家
庭
用
児
童
劇
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
大
正
一
一
年
）
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
出

版
で
あ
る
。
手
元
に
あ
る
の
は
、
三
版
（
大
正
一
三
年
四
月
七
日
）
だ
が
、
数
週
間
で
三
版
だ
か
ら
、
あ
る
程
度
話
題
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
。
四
版
以
上
は
未
見
。「
緒
言
」
で
は
、「
此
の
本
に
載
せ
た
十
種
の
お
伽
狂
言
は
、
日
本
始
ま
つ
て
以
来
始
め
て
で
き
た
、
真
の
教

育
的
芸
術
で
あ
る
」
と
自
負
を
語
り
、
狂
言
は
「
全
く
の
創
作
」
で
、
各
所
の
会
合
で
好
評
を
得
た
も
の
と
、
自
負
の
裏
付
け
を
説
明

す
る
。「
真
の
望
み
は
之
を
家
庭
及
学
校
で
子
供
に
演
ら
せ
た
い
の
で
あ
る
」
と
、
子
ど
も
の
演
じ
る
劇
を
目
標
に
し
て
い
る
た
め
に
、

二
、
三
人
で
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
、
衣
装
も
特
に
な
く
て
も
結
構
面
白
い
と
主
張
。
読
ん
で
も
有
益
な
「
お
伽
本
」
だ
と
付

け
加
え
る
。
子
ど
も
が
演
じ
る
と
い
う
点
で
は
、
霞
城
と
同
じ
だ
が
、「
教
育
芸
術
」
と
す
る
点
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
巌
谷
小
波
、
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久
留
島
武
彦
、
岸
邊
福
雄
ら
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
岸
邊
福
雄
は
、「
児
童
情
操
教
育
の
上
に
多
大
の
力
を
致
す
も
の
」

だ
と
、
著
者
た
ち
に
賛
同
の
意
を
表
し
て
い
る
。
永
井
鱗
太
郎
は
、
こ
の
『
お
伽
狂
言
』
に
触
れ
て
、
著
者
た
ち
は
、
新
作
の
子
ど
も

向
け
の
狂
言
を
上
演
し
た
が
、「
こ
れ
が
、
戦
前
に
の
こ
さ
れ
た
、
狂
言
運
動
の
た
だ
一
つ
の
足
跡
で
あ
っ
）
22
（
た
」
と
い
う
。

　

全
一
〇
編
を
収
録
す
る
が
、
そ
の
う
ち
「
眠
り
仁
王
」
を
一
例
と
し
て
紹
介
す
る
。
仁
王
が
居
眠
り
を
し
た
の
を
幸
い
、
太
郎
が
、

仁
王
の
草
履
や
頭
巾
を
借
り
る
。
仁
王
は
目
を
覚
ま
す
と
身
に
着
け
た
も
の
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
勝
手
な
こ
と
を
し
て
罰
が
あ

た
っ
た
と
思
い
泣
き
出
す
。
そ
れ
を
見
て
太
郎
も
泣
き
出
し
、
借
り
た
訳
を
話
す
。
仁
王
は
、
改
心
し
た
の
は
可
愛
い
、
自
分
に
は
子

ど
も
が
い
な
い
か
ら
、
自
分
の
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
。
太
郎
は
、
小
さ
な
仁
王
に
な
っ
て
山
門
の
番
を
す
る
の
は
嫌
だ
か

ら
許
し
て
ほ
し
い
と
詫
び
る
。

　

太
郎
の
改
心
が
不
自
然
だ
し
、
全
体
に
皮
肉
め
い
た
と
こ
ろ
も
、
諷
刺
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
仁
王
が
居
眠
り
を
す
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
幾
分
の
面
白
さ
は
あ
る
も
の
の
、
霞
城
に
は
み
ら
れ
た
諷
刺
の
〈
毒
〉
が
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
し
、
霞
城
に
は
な
い
非
現
実

的
な
ス
ト
ー
リ
ー
は
面
白
い
。
少
年
よ
り
は
低
年
齢
の
子
ど
も
向
け
だ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
作
品
の
結
末
の
ほ
と
ん
ど

が
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
終
わ
る
の
も
、「
教
育
芸
術
」「
情
操
教
育
」
を
意
識
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　

戦
後
子
ど
も
向
け
の
狂
言
は
、
姿
を
消
し
、
短
い
劇
が
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、
冨
田
博
之
は
、
狂
言
を
現
代
風
に
書
き
直
し
た
脚

本
を
「
子
ど
も
狂
言
」
と
名
付
け
て
、『
日
本
の
子
ど
も
』
六
巻
一
号
（
昭
和
三
六
年
一
月
一
日
）
か
ら
連
載
し
て
い
る
。
狂
言
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
た
の
）
23
（
で
、「
子
ど
も
狂
言
」
と
称
し
て
い
る
が
、
形
式
は
現
代
の
劇
で
あ
る
。
連
載
開
始
に
あ
た
っ
て
次
の
よ
う
な
前
書
き
が

あ
る
。今

月
号
か
ら
連
載
さ
れ
る
マ
マ

　

こ
の
げ
き
は
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
や
れ
る
、
や
さ
し
い
げ
き
で
す
。
子
ど
も
会
や
学
級
の
集

ま
り
の
と
き
、
み
ん
な
で
、
た
の
し
く
、
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
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子
ど
も
た
ち
の
集
会
で
の
遊
び
と
い
う
よ
う
な
位
置
づ
け
は
、
霞
城
と
同
じ
で
あ
る
。
霞
城
に
始
ま
っ
た
子
ど
も
が
演
じ
る
劇
は
形

を
変
え
な
が
ら
も
、
す
く
な
く
と
も
、
こ
の
時
期
ま
で
は
、
命
脈
を
た
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

お 

わ 

り 

に

　

冨
田
博
之
は
、「
剣
舞
や
狂
言
が
う
ま
れ
た
背
景
」
を
、「
新
し
い
教
育
体
制
の
中
」
で
、
子
ど
も
に
は
、「
自
然
、
天
与
の
遊
び
」
と

は
違
う
遊
戯
が
必
要
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
、「
一
つ
の
表
現
を
与
え
、
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
り
出
し
た
も
の
」
が
、「
剣
舞
」
や
「
少
年

狂
言
」
だ
っ
）
24
（
た
、
と
説
明
す
る
。
こ
の
説
明
で
は
、
何
も
知
ら
な
い
「
子
ど
も
」
に
剣
舞
や
狂
言
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
印
象

が
残
る
。『
剣
舞
と
狂
言
』
や
『
太
郎
冠
者
』
の
読
者
は
、「
少
年
」
で
あ
り
、
現
在
で
い
え
ば
中
学
か
ら
高
校
生
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
し

か
も
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
小
学
校
の
就
学
率
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
時
期
で
あ
る
。
読
者
対
象
と
な
る
「
少

年
」
は
、
恵
ま
れ
た
家
庭
の
子
弟
と
思
わ
れ
、
剣
舞
や
狂
言
に
ま
っ
た
く
無
縁
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
す
で
に
触
れ
た
『
少
年
文

武
』
の
「
館
説
」
で
、
霞
城
は
、
す
で
に
剣
舞
の
経
験
が
あ
る
少
年
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。『
剣
舞
と
狂
言
』
が
出

版
さ
れ
た
年
に
一
九
歳
だ
っ
た
〈
少
年
〉
の
巌
谷
小
波
は
、『
我
が
五
十
年
』
で
、
祖
母
の
感
化
に
よ
り
、「
神
楽
が
好
き
な
く
ら
い
だ

か
ら
、
無
論
能
や
狂
言
に
も
、
子
ど
も
の
割
に
は
趣
味
を
持
つ
て
居
た
」
と
回
想
し
て
い
）
25
（

る
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
恵
ま
れ
た
〈
少
年
〉

が
、
小
波
の
よ
う
に
狂
言
に
〈
趣
味
〉
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
な
か
に
は
、
狂
言
の
観
劇
経
験
が
あ
る
者
も
い
る
と
い
う

程
度
だ
っ
た
と
し
て
も
、
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
狂
言
を
余
興
と
し
て
推
奨
し
た
の
で
は
な
い
か
。
新
し
い
演
劇
の
ス
タ
イ
ル
が
ま

だ
普
及
し
て
い
な
い
段
階
で
は
、
余
興
に
適
す
る
軽
い
寸
劇
と
し
て
、
少
し
で
も
な
じ
み
の
あ
る
狂
言
よ
り
ほ
か
に
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　

少
年
狂
言
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
形
式
に
大
人
向
け
、
少
年
向
け
と
い
う
区
分
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。『
日
本
』
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に
掲
載
の
狂
言
を
『
太
郎
冠
者
』
に
収
録
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
根
拠
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
か
。
著
名
人
や
偉
人
を
教
訓
性
と
は
反
対

の
諷
刺
で
笑
う
と
こ
ろ
が
、
権
威
的
な
も
の
へ
の
反
撥
を
持
ち
や
す
い
〈
少
年
〉
た
ち
と
響
き
あ
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
、
著
名
人
の
失
敗
な
ど
は
、
反
面
教
師
と
し
て
の
側
面
も
同
時
に
持
ち
、
そ
う
い
う
点
で
は
教
育
的
で
も
あ
っ
た
と

い
え
な
く
も
な
い
。

　

狂
言
の
「
古
雅
」
な
口
調
で
、
滑
稽
な
、
あ
る
い
は
皮
肉
な
内
容
を
語
る
と
い
う
落
差
は
、
よ
り
笑
い
を
増
幅
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
が
、
大
正
期
に
な
る
と
、「
児
童
情
操
教
育
の
上
に
多
大
の
力
を
致
す
も
の
」（
岸
邊
福
雄
）
の
よ
う
に
、
教
育
に
取
り
込
ま
れ
て

い
く
。
と
同
時
に
、
諷
刺
の
魅
力
や
力
は
減
少
し
、
た
ん
な
る
笑
い
を
誘
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

明
治
の
児
童
文
学
の
開
拓
期
に
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
狂
言
と
い
う
表
現
形
式
に
、
少
年
た
ち
の
遊
び
の
一
つ
と
し
て
、

諷
刺
の
笑
い
を
提
供
し
た
こ
と
は
、
教
訓
的
な
読
物
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
時
代
に
、
貴
重
な
試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　

※
引
用
文
は
新
字
を
使
用
し
た

註（１
） 

生
年
に
は
一
八
四
九
（
嘉
永
二
）
年
説
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
稲
畑
汀
子
他
編
『
現
代
俳
句
大
事
典
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
日
）

「
中
川
四
明
」（
担
当
渡
辺
順
子
）
の
項
目
。

（
２
） 

中
川
四
明
「
第
三
巻
に
入
る
に
当
り
」『
懸
葵
』
三
巻
一
号
、
明
治
三
九
年
三
月
一
日
、
一
頁

（
３
） 

東
徹
「
明
治
中
期
の
少
年
雑
誌
に
お
け
る
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
役
割—

中
川
重
麗
の
場
合—

」『
科
学
史
研
究
』
第
二
五
巻
（
一
六
〇
号
）、

昭
和
六
二
年
六
月
三
〇
日
、
二
四
六
頁

（
４
） 

教
育
関
係
の
エ
ッ
セ
イ
も
多
い
。
海
外
の
教
育
思
想
の
紹
介
や
、
自
身
の
意
見
を
雑
誌
等
に
掲
載
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
大
日
本
教
育
会
雑

誌
』
七
〇
号
（
明
治
二
〇
年
一
二
月
二
六
日
）
の
「
肉
菓
子
論
」
は
、
従
来
の
子
ど
も
の
菓
子
は
植
物
由
来
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、「
米
麦
ノ
血
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液
ハ
鳥
獣
肉
ノ
血
液
ニ
及
バ
ザ
ル
コ
ト
勿
論
ナ
リ
」（
八
八
八
頁
）
と
し
て
、
西
洋
と
伍
し
て
い
く
た
め
に
肉
菓
子
を
推
奨
す
る
。

（
５
） 

概
説
と
し
て
は
、
清
水
貞
夫
『
俳
人
四
明
覚
書　

六
』（
現
代
文
藝
社
、
二
〇
一
三
年
七
月
）
の
「
児
童
文
学
」
の
項
目
、
上
田
信
道
「「
少
年

文
武
」
創
刊
号
か
ら
見
た
中
川
霞
城
の
業
績
」（『
翻
訳
と
歴
史
』
第
六
号
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
６
） 
冨
田
博
之
『
日
本
児
童
演
劇
史
』
東
京
書
籍
、
昭
和
五
一
年
八
月
二
四
日
、
三
四
頁

（
７
） 
註
６
、
三
六
頁

（
８
） 

滑
川
道
夫
「
解
説
」『『
少
年
園
』
解
説
・
総
目
次
・
索
引
』
不
二
出
版
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
一
日
、
一
九
頁

（
９
） 

註
６
、
一
九
頁

（
10
） 

ワ
ク
ネ
ル
著
、
少
年
園
出
版
部
、
明
治
二
二
年
四
月

（
11
） 

『
懸
葵
』
八
巻
七
号
〜
一
二
号
（
明
治
四
四
年
九
月
〜
一
二
月
）、
九
巻
二
〜
三
号
（
明
治
四
四
年
四
月
〜
五
月
）

（
12
） 

国
会
デ
ジ
タ
ル
資
料
に
よ
る
。
資
料
は
、
月
日
が
手
書
き
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
本
文
に
記
し
た
の
は
訂
正
済
み
の
月
日
で
あ
る
。

（
13
） 

『
少
年
文
武
』
一
巻
九
号
、
明
治
二
三
年
九
月
一
五
日
、
一
〜
三
頁

（
14
） 

江
見
水
蔭
『
幼
年
剣
舞
』「
幼
年
玉
手
函
」
六
巻
、
博
文
館
、
明
治
二
七
年
六
月

（
15
） 

内
藤
鳴
雪
「
四
明
氏
に
つ
い
て
」『
懸
葵
』
大
正
六
年
七
月
、
一
五
頁

（
16
） 

『
読
売
新
聞
』
一
八
九
二
年
一
二
月
三
日
朝
刊
、
四
頁
（「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」（
読
売
新
聞
社
）
よ
り
引
用
）

（
17
） 

未
見
だ
が
、『
少
年
文
武
』
第
二
年
六
冊
に
「
博
士
拝
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
霞
城
の
作
品
で
あ
ろ
う
。

（
18
） 

註
６
、
三
六
頁

（
19
） 

坪
谷
善
四
郎
、
博
文
館
、
昭
和
一
二
年
六
月
一
五
日
、
三
八
頁

（
20
） 

「
さ
れ
ば
気
ま
ぐ
れ
な
黒
人
あ
り
て
、
是
を
舞
台
に
上
ぼ
さ
ん
と
思
は
ゞ
、
多
少
の
手
数
を
要
す
べ
し
」
三
〜
四
頁

（
21
） 

「
こ
れ
は
（
引
用
者
『
新
年

狂
言
春
齣
』）、
狂
言
の
様
式
に
と
ら
わ
れ
、
筋
立
は
新
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
新
味
が
な
い
作
と
い
う
ほ
か
な
く
、

「
お
伽
芝
居
」
開
幕
も
間
近
な
、
わ
が
国
の
児
童
演
劇
の
夜
明
け
を
告
げ
る
作
品
と
し
て
は
、
や
は
り
「
春
若
丸
」
こ
そ
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
べ

き
だ
ろ
う
。」（
冨
田
博
之
『
日
本
児
童
演
劇
史
』
東
京
書
籍
、
昭
和
五
一
年
八
月
二
四
日
、
三
七
頁
）

（
22
） 

永
井
鱗
太
郎
『
学
校
劇
図
説
』
岩
崎
書
店
、
一
九
五
八
年
九
月
三
〇
日
、
二
七
四
頁
、
引
用
文
の
読
点
は
、「
，」
を
「
、」
と
し
た
。

（
23
） 

連
載
一
回
目
の
「
太
郎
の
し
び
れ
」
は
、
末
尾
に
「（
狂
言
「
し
び
れ
」
よ
り
）」
と
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
な
お
「
し
び
れ
」
は
、
正

し
く
は
「
し
び
り
（
痺
）」。

（
24
） 

『
日
本
演
劇
教
育
史
』
国
土
社
、
一
九
九
八
年
一
二
月
二
一
日
、
一
六
頁



23　（藤本）

（
25
） 

『
我
が
五
十
年
』
東
亜
堂
、
大
正
九
年
六
月
二
四
日
、
一
七
頁

 

（
大
谷
大
学
短
期
大
学
部
教
授　

日
本
児
童
文
学
）
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、
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学


